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高
齢
に
な
る
と
生
活
習
慣
病
な
ど
慢

性
的
な
病
気
を
抱
え
る
方
が
多
く
な
る

た
め
、
高
齢
者
の
医
療
費
は
増
え
る
傾

向
に
あ
り
、
三
好
市
に
お
い
て
も
老
人

医
療
費
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

老
人
医
療
費
の
現
状
を
知
り
、
ど
う

す
れ
ば
医
療
費
が
よ
り
有
効
に
使
え
る

か
、
皆
さ
ん
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

老
人
医
療
費
の
現
状

　

三
好
市
の
老
人
医
療
受
給
対
象
者

数
（
グ
ラ
フ
１
）
は
、
平
成
18
年
12
月

31
日
現
在
で
７
３
８
８
人
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
市
総
人
口
３
４
１
３
３
人

の
約
22
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
合
併
前
旧
６
町
村
の

老
人
医
療
費
の
総
額
は
63
億
７
７
８
万

５
２
４
７
円
（
グ
ラ
フ
２
）
と
な
り
、

平
成
14
年
10
月
の
制
度
改
正
に
よ
っ
て

受
給
者
数
は
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、前
年
度
に
比
べ
１
・
15
％
（
金

額
に
し
て
約
7
千
万
円
）
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
人
当
た
り
の
医

療
費
に
お
い
て
は
79
万
８
３
５
３
円
と

な
っ
て
お
り
、
前
年
度
に
比
べ
６
・
82

％
（
金
額
に
し
て
約
5
万
1
千
円
）
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
老
人
医
療
費
は
、
高
齢
化
の

進
行
な
ど
の
要
因
に
よ
り
確
実
に
増
え

続
け
て
行
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

老
人
医
療
費
の
費
用
負
担

　

老
人
医
療
受
給
者
が
病
院
や
診
療
所

みんなで考えよう老人医療費

老人医療費が
増えています

で
治
療
を
受
け
た
際
に
か
か
っ
た
医
療

費
の
財
源
は
、
受
給
者
が
負
担
す
る
一

部
負
担
金
、
医
療
保
険
の
各
保
険
者
が

負
担
す
る
拠
出
金
及
び
国
・
県
・
市
で

う
け
お
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
旧
６
町
村
を
例
に
と
る

と
、一
人
当
た
り
医
療
費
（
グ
ラ
フ
３
）

が
年
間
で
約
80
万
円
か
か
っ
て
お
り
、

受
給
者
の
自
己
負
担
が
約
7
万
2
千
円

（
９
・
０
％
）、
各
保
険
者
の
拠
出
金
が

約
41
万
5
千
円
（
51
・
９
％
）、
国
が

約
20
万
9
千
円
（
26
・
１
％
）、
県
・

市
が
そ
れ
ぞ
れ
約
5
万
2
千
円（
６
・
５

％
）
を
負
担
し
た
と
い
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
４
）

　

ま
た
、
前
述
の
各
保
険
者
の
拠
出
金

は
、
皆
さ
ん
や
皆
さ
ん
の
家
族
、
周
り

の
人
達
が
負
担
す
る
国
保
税
や
保
険
料

の
中
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
。
そ

う
し
た
性
質
上
、
医
療
費
が
増
加
す
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
国
保
税
等
が
高
く
な
っ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
老
人
医
療
は
多
く
の
人

達
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
成
り
立
っ
て

い
る
制
度
で
す
か
ら
、
十
分
に
理
解
し

た
う
え
で
、
医
療
費
に
関
心
を
持
つ
と

と
も
に
、
い
つ
ま
で
も
は
つ
ら
つ
と
し

た
人
生
を
楽
し
む
こ
と
で
医
療
費
の
無

駄
を
省
き
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

  

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

三
好
市
役
所
保
健
医
務
課

　
　
　

電
話　

７
２-

７
６
１
３

6千人

7千人

8千人

9千人

1万人

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

8,889 人
9,050 人

8,767 人

8,344 人

7,901 人

◎ 制度改正により、障害者等を除いて平成14年 11月から平成
　 19年 9月までの間は新たに老人医療受給対象者となる者はい
　 ないため受給者数は減少しています。

受給対象者数（年平均）

グラフ1

60億円

61億円

62億円

63億円

64億円

65億円

63億
3,718
万円

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

63億
778万
5千円

63億
3,941万
5千円 62億

8,144万
9千円 62億

3,627万
2千円

老人医療総医療費

グラフ2

50万円

60万円

70万円

80万円

90万円

71万
2,924円

79万
8,353円

74万
7,396円

71万
6,488円70万

488円

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

三好市民一人あたりの医療費

グラフ3

拠出金
415,000円
51.9％

自己負担金
72,000円
9.0％

市負担金
52,000円
6.5％

県負担金
52,000円
6.5％

国庫負担金
209,000円
26.1％

三好市民一人あたりの医療費
（約80万円）費用負担内訳

グラフ4

※ 

グ
ラ
フ
は
全
て
合
併
前
の
旧
６
町
村
を
合
算
し
作
成
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医療費を有効に使うポイント

病院のかけもちはやめましょう。

医療機関をかえるたびに検査や薬等が重複する
場合があります。

かかりつけ医をもちましょう。

病歴・体質等を把握しているので治療効果が高
いと考えられます。

時間外、休日受診はなるべく避けましょう。

初診料などが平日などと比較して高くなる場合
があります。

定期的に健康診断を受けましょう。

病気の早期発見、早期治療につながります。

むやみに薬をほしがるのはやめましょう。

病気に合った薬を服用することで治療効果も上
がります。

生きがいをもちましょう。

明るく楽しい生活を送ることにより老化の予防
になります。

医療費を有効に使うポイント

病院のかけもちはやめましょう。

医療機関をかえるたびに検査や薬等が重複する
場合があります。

かかりつけ医をもちましょう。

病歴・体質等を把握しているので治療効果が高
いと考えられます。

時間外、休日受診はなるべく避けましょう。

初診料などが平日などと比較して高くなる場合
があります。

定期的に健康診断を受けましょう。

病気の早期発見、早期治療につながります。

むやみに薬をほしがるのはやめましょう。

病気に合った薬を服用することで治療効果も上
がります。

生きがいをもちましょう。

明るく楽しい生活を送ることにより老化の予防
になります。
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 三好市職員
 採用試験のお知らせ
採用予定職種・人員等

試験区分 採用予定人員 職 務 の 内 容

看 護 師 2 名程度 看護師業務等に従事します。

理学療法士 1 名程度 理学療法士業務等に従事します。

受験資格
試験区分 受　験　資　格

看 護 師
昭和 46 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、看護
師免許を有する者又は平成 18 年度実施の国家
試験で取得する見込みの者。

理学療法士
昭和 46 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、理学
療法士免許を有する者又は平成 18 年度実施の
国家試験で取得する見込みの者。

通勤割引
▽

最大 50％割引

割引要件　
走行距離　100km 以内
対象時間　6 時〜 9 時、17 時〜 20 時
  ※ 割引適用は、朝・夕の時間帯それぞれ最初の
　　1 回が対象で、土・日・祝日もご利用可能です。

普通車でのご利用例　

通勤割引を利用して、井川池田〜徳島間を毎月 3
往復ずつ利用する場合。

通勤割引
井川池田ＩＣ ← 73.8 ｋｍ → 徳島ＩＣ
通常料金 2,050 円 → 割引後 1,050 円
割引額　1,000 円（往復で 2,000 円の割引）
往 復 2,000 円 × 3 回 × 12 か 月 で 年 間
72,000 円のお得。

マイレージ自動還元サービス
マイレージ登録をしておくと、年間 1512 ポ
イントたまり、1,000 ポイント自動還元サー
ビス登録で、自動的に還元額 8,000 円のお得。

お得額合計　年間80,000円

ETC 設置費用は 16,000 円程度ですから、新
規に ETC を購入し設置したとしても、年間
64,000 円のお得となります。ETC 設置費用
は ETC 車載器の機種などにより異なります。

三好市定住促進住宅用地分譲のお知らせ
三好市三野町において、下記の定住住宅用地を分譲していますので、購入
予定および興味を持たれた方はお問い合わせください。

募集要項及び受験申込用紙の請求　　　　　2月13日〜
直接受け取る場合　三好市役所総務課人事室または各
総合支所市民課でお受け取りください。（平日 8:30 〜
17:15）
郵便で請求する場合　封筒の表に「職員採用試験申込書
請求（試験区分 xxx）」と朱書きし、120 円分の切手を貼っ
た宛先明記の返信用封筒（A4 サイズ・角形 2 号）を同
封してください。（xxx には受験される試験区分（看護師・
理学療法士）を記載してください。）

申込み受付期間	 	 	 　　2月13日〜23日
土曜、日曜、祝日を除く（平日 8:30 〜 17:15）
郵便による申込みの場合は、「書留郵便」で 2 月 23 日ま
での消印のあるものに限り受付。

受験手続およびお問い合わせ先

　三好市役所総務部総務課人事室
　〒 778-8501 三好市池田町シンマチ 1500 番地 2
　					     電話 72-7624
　※  詳しい内容は、三好市ホームページをご覧ください。

※  メールによるお問い合わせには応じかねます。

深夜割引
▽

最大 30％割引

割引要件　
走行距離　制限なし　　  対象時間　0 時〜 4 時

普通車でのご利用例　

井川池田ＩＣ〜米子ＩＣ間を深夜利用する場合。

深夜割引
井川池田ＩＣ ← 241.9 ｋｍ → 米子ＩＣ
通常料金 8,850 円 → 割引後 7,450 円
割引額 1,400 円（往復で 2,800 円の割引）

お得額合計　往復2,800円

阿佐喜久夫さんが県選挙管理委員会委員長に就任

　前任委員長の辞職に伴い、昨年 12 月 22 日の徳島県選挙管理委員
会で選挙が行なわれ、三好市井川町の阿佐喜久夫さんが委員長に就
任されました。
　阿佐さんは旧井川町で総務課長、助役などを歴任、平成 16 年 12
月から県選挙管理委員会委員を務められています。県によると、記
録の残っている昭和 21 年以降、委員長に就任された方は、旧三好
郡 8 か町村では阿佐さんが初めてということです。

西日本高速道路株式会社
徳島自動車道四車線化促進期成同盟会

周辺地図
Ｎ

１
売約済

3
  314.18m2

2
売約済

7
売約済

4
売約済

5
  299.88m2

6
  299.54m2

市 

道

三好市花園ふるさと団地

所　在　地　三好市三野町太刀野山花園中 
総区画数　7区画（内分譲残り3区画）
お問い合わせ先
　三野総合支所市民課　　　　 ☎0883-77-4800
　三好市役所まちづくり推進課　☎0883-72-7607

区画番号

3

5

6

1m2単価（円）

19,000

17,500

17,500

アクセス

● 三野病院まで約1.9km

● 芝生小学校、三野中学校まで2.3km

● 三野総合支所まで2.7km

三好市花園
ふるさと団地

鳴門・池田線

琴
南
・
三
野
線

河
内
谷
川

吉野川

総合支所

中学校

三野体育館

東
三
好
橋

角
ノ
浦
大
橋

小学校

徳島自動車道

12

108

三野病院

ETCは
こんなにお得です

��



��

中央公民館
講 座 名 内　　　容 開 催 日 時　間 定　員 場　所

歩 こ う 会 4km 〜 8Km ウォーキング。 毎月 1 回  9:00 ～ 180 人 四国内・三好市内

ヨ　ー　ガ 4 原則を守って無理のない健康づくり。 毎週月曜 10.00 〜 45 人 池田総合体育館

社 会 探 訪 健康増進と社会知識を深める。 第 1 水曜  9:00 ～ 300 人 バス日帰り可能地

健康と食事 健康につながる料理づくり。 第 3 水曜 10.00 〜 25 人 中央公民館

社交ダンス
ステップを勉強し、生活に潤いをあたえ人生を
豊かにする。

第 1・3 土曜 19:30 〜 50 人 中央公民館

読　　書 毎月本と人に出会います。 第 2 水曜 13:30 〜 15 人 中央公民館

コ ー ラ ス
コーラスを通して、協調性、頭脳の活性化、健
康増進をはかる。

第 2・4 木曜 19:30 〜 40 人 中央公民館

大　正　琴 感性を豊かにし、生涯心に音楽を残す。 第 2・4 木曜 13:00 〜 25 人 中央公民館

書　　道 手書きの良さをもう一度見直す。 第 2・4 木曜 13:30 〜 35 人 中央公民館

和　　彫 さぬき彫の技術向上を目指しての作品づくり。 第 1・3 土曜 13:30 〜 20 人 中央公民館

民　　舞 唄に合わせて楽しく舞う。 第 2・4 金曜 13:30 〜 60 人 中央公民館

絵　　画 同好者が集まって美の追求にはげむ。 第 1・3 土曜 13:30 〜 25 人 中央公民館

カ ラ オ ケ 歌声は人生を楽しく健康にします。 第 2 土曜 19:30 〜 40 人 中央公民館

うるし塗り 種々のうるし塗りを体験し、作品を仕上げる。 第 2・4 土曜 13:30 〜 10 人 箸蔵公民館分室

古　文　書 歴史を自分の手でひもときます。 第 2 土曜 13:30 〜 20 人 中央公民館

折　り　紙 暮らしや四季折々の花や行事を折り紙で楽しむ。 第 2 月曜 13:30 〜 25 人 中央公民館

リフォーム あなたのセンスを古着に活かして再利用。 第 1・3 金曜 13:30 〜 25 人 中央公民館

三　味　線 お鯉さん直伝のぞめきを主に基本から練習する。 第 1・3 土曜 19:30 〜 10 人 中央公民館

手　　話 手に想いをこめて手話という言葉で表現する。 第 2・4 金曜 19:30 〜 30 人 中央公民館

俳　　句 楽しい仲間づくりと季節の心を詠う。
第 2 土曜 19:00 〜 30 人 中央公民館

第 3 土曜 13:00 〜 30 人 三好市保健センター

生涯学習自主講座のご案内
受講生自らが主となって運営していく講座です

各自主講座の申込

　　対  　象	 市内在住在勤者（ただし、継続して受講できる学習意欲のある人）
　　期  　間	 開講期間は 4 月～翌年 2 月です。
　　受 講 料	 実習材料費などは個人負担となります。
　　申込方法	 3 月 19 日（月）までに、お申し込みください。各講座とも定員になり次第、締め切ります。

申込先・お問い合わせ

　　三好市教育委員会生涯学習課	 （三好市池田町マチ 2476、電話 72-3700）
　　三好市教育委員会井川分室		  （三好市井川町辻 73、電話 78-5010）

教育委員会井川分室
講 座 名 内　　　容 開 催 日 時　間 定　員 場　所

書　  道 実用向き習字を楽しく習得しましょう。 第３土曜 13:30 〜 20 人 井川公民館

手　  芸 身近な作品を作ってみませんか。 第１月曜 13:30 〜 20 人 井川公民館

茶道（表千家） 初歩的な作法を習得しましょう。 第１・3 水曜 13:30 〜 10 人 井川公民館

古 文 書 古文書の読み方や歴史を理解しましょう。 第４土曜 13:30 〜 20 人 井川総合支所

辻 民 踊 踊りの基本を楽しく習いましょう。 第 2 月曜 10:00 ～ 20 人 井川公民館

井内民踊 踊りの基本を楽しく習いましょう。 第２土曜 13:30 〜 20 人 白 銀 荘

西井川民踊 みんな仲良く輪を作り楽しく踊りましょう。 第１・3 月曜 13:30 〜 20 人 なでしこ館

生　  花 生活に四季を取り入れましょう。 第 2 金曜 13:00 〜 20 人 基幹集落センター

辻 大正琴 美しい音色で生活に潤いをあたえる。 毎週火曜  9:00 ～ 20 人 井川公民館

井内大正琴 美しい音色で生活に潤いをあたえる。 毎週金曜 13:30 〜 20 人 基幹集落センター

民　　謡 日本各地方の民謡に親しみましょう。 第１・3 金曜 13:30 〜 20 人 老人福祉センター

辻歩こう会 ウォーキングで健康を保ちましょう。 毎週水曜  9:00 ～ 35 人 辻地区中心

井内歩こう会 ウォーキングで健康を保ちましょう。 第１・3 火曜  9:00 ～ 30 人 井内地区中心

西井川歩こう会 ウォーキングで健康を保ちましょう。 第 2・4 金曜  9:00 ～ 35 人 西井川地区中心

英会話 使える英語を身につけましょう。 第１・3 火曜 19:30 〜 10 人 井川総合支所

より多くの住民が生涯にわたって学習意欲を持ち、その学習の成果を地域や社会に活かす
ことができる環境づくりを支援するため、公民館では、次のとおり趣味や実技講座・教養
講座などの各種事業を実施しています。
市民であればどなたでも参加できますので、地域のコミュニティ交流の場として大いに活
用しましょう。

��



　

10
月
18
日
、
第
57
回
徳
島
県
人
権
教
研
大
会
が

徳
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
で
生
涯
学

習
課
社
会
教
育
主
事
の
尾
本
茂
雄
さ
ん
が
地
域
で

の
人
権
教
育
啓
発
活
動
の
分
科
会
主
題
で
「
市
町

村
合
併
に
伴
っ
て
組
織
を
ど
の
よ
う
に
統
合
し
、

人
権
教
育
を
進
め
て
い
く
か
」
と
い
う
題
で
発
表

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
１
０
０
人
を
越
す
参
加
者

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
活
発
な
意
見
討
議
が
な
さ

れ
、
三
好
市
に
対
す
る
今
後
の
課
題
と
期
待
の
大

き
さ
を
痛
感
し
、
今
後
の
人
権
教
育
活
動
に
活
か

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
２
日
・
３
日
、
第
53
回
全
国
人
権
・
同
和

教
育
研
究
大
会
が
愛
媛
県
松
山
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
三
好
市
と
し
て
の
初
め
て
の
全
国
大
会
。

会
長
さ
ん
を
含
む
11
名
の
方
が
参
加
し
全
国
の
人

権
教
育
に
お
け
る
取
り
組
み
・
啓
発
活
動
の
報
告

を
聞
き
ま
し
た
。
市
に
持
ち
帰
り
、
今
後
の
活
動

に
活
か
し
て
い
こ
う
と
、
参
加
者
全
員
が
勉
強
し

て
、
有
意
義
な
大
会
参
加
に
な
り
ま
し
た
。

  三好市人権教育通信　
三好市人権教育推進協議会・三好市教育委員会生涯学習課

人
権
に
教
育
に
関
す
る
事
業
報
告
と
、

開
催
さ
れ
る
事
業
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

人
権
教
育
に
関
す
る
催
し
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
27
回
部
落
開
放
・
人
権
徳

島
地
方
研
究
集
会

日
時
▼
２
月
15
日
・
16
日

場
所
▼
徳
島
市
文
化
会
館
他

三
好
市
人
権
教
育
振
興
大
会
・

記
念
講
演
会

日
時
▼
３
月
11
日　

午
後
１
時

場
所
▼
池
田
総
合
体
育
館

講
師
▼
木
藤
潮
香
さ
ん

「
１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
」
の
著
者
、

故
木
藤
亜
也
さ
ん
の
母
親
で
す
。

演
題
▼
「
親
と
子
の
絆
」

　

昨
今
、
い
じ
め
な
ど
で
自
殺

す
る
中
・
高
生
が
増
え
て
ま
す
、

家
庭
教
育
を
見
つ
め
直
し
自
分

の
命
の
大
切
さ
を
家
族
で
今
一

度
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

対
象
▼
小
・
中
・
高
校
生
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
一
般
参
加
自
由

入
場
料
▼
無
料　

参
加
人
数
▼
３
０
０
名
程
度
に

な
り
次
第
終
了
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
▼

三
好
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
７
２-

３
７
０
０
）

▲ 発表をする尾本さん

　

三
好
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
は
、

諮
問
の
あ
り
ま
し
た
三
好
市
行
財
政
改

革
に
つ
い
て
の｢

答
申
書｣

を
平
成
18

年
12
月
27
日
に
俵
市
長
に
提
出
し
ま
し

た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
均
衡
あ
る
三
好
市
の
発
展
、
行

財
政
の
ス
リ
ム
化
や
効
率
的
な
行
政
を

目
指
す
た
め
に
、
平
成
18
年
７
月
24
日

か
ら
平
成
18
年
12
月
19
日
ま
で
11
回
の

会
合
を
重
ね
て
、
市
の
現
状
や
計
画
な

ど
を
担
当
者
か
ら
聞
き
な
が
ら
審
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の｢

答
申
書｣

を
基
に｢

三
好
市
行
財
政
改
革
大
綱｣

と｢

三
好

市
行
財
政
改
革
推
進
計
画｣

を
策
定
し
、

平
成
19
年
３
月
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　
「
答
申
書｣

は
、
▼
民
間
委
託
の
推
進

▼
補
助
金
の
見
直
し
▼
定
員
管
理
及
び

人
件
費
の
適
正
化
▼
財
政
健
全
化
▼
第

三
セ
ク
タ
ー
の
活
用
と
見
直
し
▼
行
財

政
改
革
に
向
け
て
な
ど
７
項
目
の
具
体

的
な
方
策
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
答
申
書
」
と
付
帯
意
見
の｢

提
言･

意
見
要
約
集｣

は
、
市
の
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w
w
.city-m

iyoshi.jp

）
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

▲ 会議の模様

■ 

障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
禁
止

　
「
障
害
者
に
対
し
て
、
障
害
を

理
由
と
し
て
、
差
別
す
る
こ
と
そ

の
他
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
行

為
を
し
て
は
な
ら
な
い
旨
の
規
定

が
、
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
６

月
に
改
正
さ
れ
た
障
害
者
基
本
法

に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

■ 

ハ
ー
ト
ビ
ル
法

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
利
用
す
る
建

物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

る
た
め
に
、
１
９
９
４
（
平
成

６
）
年
に
施
行
さ
れ
た
国
内
法
で

す
。
障
害
の
あ
る
人
や
高
齢
者
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
廊
下
や

階
段
、
ト
イ
レ
な
ど
を
整
備
す
る

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
２
０
０
３(

平
成
15
）

年
に
改
正
施
行
さ
れ
、
対
象
と
な

る
建
物
が
拡
大
さ
れ
、
一
定
条
件

の
建
物
に
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

義
務
付
け
が
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

　

公
共
交
通
機
関
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
進
め
る
た
め
に
、

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
施
行

さ
れ
た
国
内
法
で
す
。
鉄
道
・
バ

ス
の
車
両
や
駅
施
設
に
加
え
、
そ

れ
ま
で
個
別
に
進
め
ら
れ
て
い
た

駅
周
辺
の
歩
道
な
ど
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
、
総
合
的
に
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

障害者の人権について 
考えてみましょう。

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら

「
答
申
書
」
提
出

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
現
し
よ
う

　

最
近
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
言
葉
も

な
じ
み
が
深
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は『
障
害
』

と
い
う
も
の
が
障
害
者
自
身
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
社
会
に
こ

そ
あ
り
、
生
活
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
も
の

（
バ
リ
ア
）
を
無
く
し
て
（
フ
リ
ー
）
生
活
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

最
初
は
段
差
解
消
な
ど
主
に
建
築
用
語
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
人
権
の
世
紀
」

と
呼
ば
れ
る
現
在
、
差
別
や
偏
見
と
い
っ
た
、

心
の
中
の
バ
リ
ア
（
障
壁
）
を
取
り
除
く
こ

と
が
、
一
人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
に
対
し
て
偏
見
を
持
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

障
害
の
あ
る
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
姿
や
、

障
害
の
あ
る
人
が
描
い
た
絵
画
を
目
に
し
た

と
き
、
あ
な
た
は
「
障
害
が
あ
る
の
に
え
ら

い
な
あ
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
障
害
が
あ
る
の
に
…
」
そ
の
よ
う
に
思
う
意

識
の
奥
底
に
は
、
障
害
者
は
『
特
別
』『
か
わ

い
そ
う
』
と
い
う
先
入
観(

偏
見)
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
相
手
の
努
力
を
認

め
、
い
た
わ
る
気
持
ち
は
大
切
で
す
が
、
そ

れ
は
障
害
者
だ
か
ら
で
は
な
く
、
一
人
の
人

間
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
障
害
の
あ
る
人
、
病

気
や
事
故
で
障
害
者
に
な
る
人
、
ま
た
、
目

に
見
え
る
障
害
と
見
え
な
い
障
害
な
ど
、
一

概
に
障
害
者
と
い
っ
て
も
そ
の
状
況
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
「
障

害
者
は
特
別
な
存
在
で
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
で
す
か
ら
、「
か
わ
い
そ
う
な
」
存

在
で
も
な
け
れ
ば
、「
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
存
在
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
の

あ
る
、
な
い
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
の
人
間

と
し
て
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
み
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ど
ん
な
支
援
を
し
た
ら
い
い
の
？

　

障
害
の
あ
る
人
が
そ
ば
に
い
る
と
、
ど

う
接
し
た
ら
い
い
か
、
わ
か
ら
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
は
、「
お
手

伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
声
を
か
け
る
の

が
、
支
援
の
第
一
歩
で
す
。
相
手
の
意
思

表
示
を
受
け
て
、
手
助
け
が
で
き
ま
す
。 

　

障
害
の
あ
る
人
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

バ
リ
ア
（
障
壁
）
を
感
じ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
車
イ
ス
を
利
用
す
る
人
に
と
っ
て

は
、
建
物
や
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
の
不
備
、
歩

道
と
道
路
の
段
差
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

  

最
近
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
を
含
む
す
べ

て
の
人
々
に
と
っ
て
生
活
し
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
、
建
築
物
や
交
通
機
関
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

し
か
し
、
ど
ん
な
に
施
設
や
建
物
が
整
備

さ
れ
て
も
、
障
害
の
あ
る
人
を
特
別
な
存
在

と
考
え
る
意
識
が
バ
リ
ア
に
な
っ
て
、
手

助
け
を
た
め
ら
う
こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら

残
念
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
相
手
に
良
か

れ
と
思
っ
て
支
援
し
た
こ
と
で
も
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
で
は
、
本
人
の
希
望

に
沿
わ
な
か
っ
た
り
、
障
害
者
の
自
立
を

妨
げ
る
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　

ま
ず
は
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
接
す

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

��
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新着図書の紹介

三好市池田図書館（電話 72-2781）

三好市井川図書館（電話 78-4311）

Books

Sports

いけだスポーツクラブ
三好市池田町マチ2551-1
☎ 72-5755　FAX 72-5765

いけだスポーツクラブ、新年度プログラム・
会員募集については、３月号でお知らせい
たします。

法
律
相
談

３
月
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

３
月
２
日　

13
時
～
16
時

　
開
催
場
所　
社
協
山
城
支
所

（
☎
８
６-

２
４
３
４
）

　
弁
護
士　
　

大
西
聡
氏

※
申
込
は
開
催
場
所
（
各
支
所
）
ま

た
は
本
所
（
☎
７
２-

５
７
１
５
）

ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
厳
守
・
料
金
無
料
。
予
約
制

で
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
。

一
般
相
談

相
談
内
容　
　

困
り
ご
と
全
般

相
談
時
間　
　

13
時
～
16
時

（
井
川
支
所
の
み
10
時
〜
12
時
）

３
月
の
開
設
日

　

本
所
・
池
田
支
所

　
　
　

期
日　

毎
週
水
曜
日

　
　
　

場
所　

社
協
本
所

　

井
川
支
所

　
　
　

期
日　

毎
週
火
曜
日

　
　
　

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

東
祖
谷
支
所

　
　
　

期
日　

９
日

　
　
　

場
所　

民
俗
資
料
館

　

三
野
支
所（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

　
　
　

期
日　

15
日

　
　
　

場
所　

社
協
三
野
支
所

　

山
城
支
所

　
　
　

期
日　

20
日

　
　
　

場
所　

山
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［一般書］池田図書館

12星座の恋物語
著者：角田光代

いつだって格好いい牡羊座女。
すべてを受け入れてくれる蠍座
男…。12 星座それぞれの男女を
主人公に、角田光代が書いた小
説を、占星術研究家・鏡リュウ
ジがホロスコープからガイドす
る、本邦初の星座小説。

［児童書］井川図書館

いのちの鼓動が聞こえる
著者 : 池田まき子

臓器移植しか生き残る方法のな
い難病の少女・美摘ちゃん。で
も日本では 15 歳未満の臓器提供
は認められていません。そこで、
美摘ちゃんと両親は、ドイツに
渡航しての心臓移植に挑戦する
ことにしたのです…。

■ ３月の行事予定
　おはなし会［池田図書館］
　　　期日：3 日．10 日．17 日．24 日．31 日
　　　時間：午後 2 時 30 分〜午後 3 時
　おはなしひろば［井川図書館］
　　　期日：10 日．24 日
　　　時間：午前 10 時 30 分〜午前 11 時
　
■３月の休館日

池田図書館　5 日 .12 日 .19 日 .21 日 .26 日

　※ 2 月 27 日は特別館内整理日のため休館いたします。

井川図書館　5 日 .12 日 .18 日 .19 日 .21 日 .26 日 .30 日

■ 巡回配本日程（３月）
     6 日   池田 - 箸蔵幼稚園 . 萩田商店前 . 佐野小
     7 日   池田 - 川崎小 . 旧大利郵便局 . 白地小
     8 日   池田 - 三縄駅 . 三縄幼稚園 . 三縄小
     9 日   池田 - 西山小 . マナヅル文化ホール . 馬路小  
   14 日   山城 - 大野小 . 山城総合支所
   16 日   三野 - 芝生小太刀野分校 . 芝生小 ( 高学年 )
　　        　　   王地小 
　20 日   西祖谷 - 西岡小 . 西祖谷総合支所
              東祖谷 - 東祖谷郷土文化保存施設
              山城 - ラピス大歩危
　22 日   井川 - 井内小
　　        三野 - 芝生小（低学年）

　★ 詳しい日程は池田図書館にお問い合わせください。

新着図書は左記以外にもありますので、各図書館にお問
い合わせください。
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金
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募
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願
い
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ま
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厚
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お
礼
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げ
ま
す
。

地区別募金額（H19.1.15 現在）
地区名 募金額（円）

三野 859,500
池田 2,710,794
山城 879,450
井川 734,600
東祖谷 347,891
西祖谷山村 243,236
合計 5,775,471

　

な
お
、
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
全

額
徳
島
県
共
同
募
金
会
に
納
入
し
、

食
事
サ
ー
ビ
ス
・
ふ
れ
あ
い
郵
便
・

要
支
援
者
訪
問
等
の
諸
事
業
や
各
種

団
体
へ
の
助
成
と
い
っ
た
か
た
ち
で

三
好
市
内
の
福
祉
向
上
に
役
立
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社協だより
社会福祉法人  三好市社会福祉協議会
三好市池田町サラダ1884-4  電話72-5715

お問い合わせ先
本所・池田支所 ☎ 72-5715
　　　三野支所 ☎ 77-2882
　　　山城支所 ☎ 86-2434
　　　井川支所 ☎ 78-3140
　　東祖谷支所 ☎ 88-2688
　　西祖谷支所 ☎ 87-2088
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おもしろいこと、珍しいもの、
どんなことでもいいので耳より
な情報をお知らせください。

　三好市役所　総務課広報係
	 ☎ 0883-72-7600

第 53 回徳島駅伝

　1月 4〜 6日、徳島駅伝に三好市チームが初めて参加しました。合併
の影響で選手が少なく、順位は関係なく全区間出場を目指しました。選
手たちは１つでも順位を上げようと懸命の走りをしました。結果総合10
位の成績でしたが、一般も含め初出場選手が多く中・高校生には貴重な
体験をした大会であり、今後の活躍に期待が持てる３日間でした。

受賞▼三好市チーム（初日
チーム敢闘賞）／西内美歩
さん・美馬商１年（15区区
間新・区間賞）／前川綾香
さん・池田高１年（３日間
大会での個人敢闘賞17区・
23区）

叙勲が伝達されました

　21 年の消防団活動や、3期 11 年の井川町議、また
三好市議として活躍し、昨年 8月 27 日に亡くなられ
た藤川保さん（井川町西井川・満 55 歳）へ死亡叙勲
が贈られることになり、ご家族の方に伝達されました。
　また、4期 16 年にわたる山城町議を務め、昨年 12
月 6日に亡くなられた三⻆晴春さん（山城町小川谷・
満 85歳）にも同じく死亡叙勲が贈られました。
　お二人の生前の功績に敬意を表し、ご冥福をお祈り
いたします。

三好市消防団出初式

　三好市消防団出初式が 1月 14 日、吉野川運動公園
（池田町イタノ）で行われました。55 分団 811 人が参
加しました。俵市長の挨拶、岸上連合消防団長の訓示
などがあり、その後、万歳と火の用心を三唱しました。
　また、池田町消防団第 1分団が諏訪公園（池田町ウ
ヱノ）で、約 110 年の伝統を持つという「たる回し」
を披露。団員が二手に分かれて同時に放水すると、樽
が豪快に回りながら立ち上がりました。華麗なたる回
しに見物客から盛んな歓声と拍手が送られました。

第 3 回国際雪合戦四国大会

　国際雪合戦四国大会が 1月 28 日、池田総合体育
館で開かれました。暖冬で積雪がなく、大会初の屋
内開催となり、雪球の代わりに黄色のスポンジ製の
球を使用しました。試合は、それぞれ 30 個の持ち
球でより多くの敵選手に当てるか、相手陣内のフ
ラッグを奪えば勝ち。一般の部は高松オリックスバ
ファローズ（高松市）、ジュニアの部は菅生ジャパ
ン（東祖谷）が優勝。高松オリックスバファローズ
は、北海道壮瞥町で開かれる全国大会に四国代表と
して出場します。

POWER'S CUP SLOPE STYLE

　1月 28日、井川スキー場腕山において、パワー
ズカップ・スロープスタイルが開催されました。ス
ロープスタイルとは、コース内にボックス、レール、
テーブルトップなど複数のアイテムが設置されてお
り、各自で好きなコース、スタイルを魅せる競技で
す。見る者を魅了し、スノーボードの可能性、楽し
さを伝えてくれます。大会には60名程の参加があ
り、四国はもとより中国地方からの参加者もいまし
た。ある選手は高さを、ある選手は回転数を、といっ
たように自分のスタイルを前面に出していました。

金色の鳥居

　舟渡神社（井川町大久保）に、見事な金色の鳥居が建てら
れました。目に入ったときは驚きと感動が湧き上がり、とて
もご利益がありそうです。これは、もともとあった鳥居が古
くなり、地元の方が手作りで作ったそうです。どうして金色
を選んだのか尋ねたところ、「目立ったらたくさんの人が来て
くれるし、縁起がよさそう。」とお話をしてくださいました。

▲ 支所長より藤川さん（写真左）　 と三⻆さん（写真右）へ伝達
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愛玩鳥を飼っている皆様へ
　清掃と消毒の徹底は、一番の鳥イ
ンフルエンザウイルスの進入防止対
策です。予防対策を徹底しましょう。
鳥小屋へのウイルスの侵入を防ぎま
しょう。
防鳥ネット▼鳥小屋内にスズメなど
の野鳥が入らないよう網目が２cm
以下の防鳥ネットをはってくださ
い。鳥は飼育小屋で衛生的に飼い、
放し飼いはやめましょう。
鳥の飲用水の消毒▼鳥には、新鮮な
水道水を給与してください。水道水
は既に消毒済みです。
消毒の徹底▼ゼロのつく日は県下一
斉の消毒日です。鳥小屋の清掃と消
毒は毎月 3 回以上（10日・20日・30日）
行いましょう。消毒薬は市販の逆性
石鹸を 1000 倍に希釈して使用しま
す。農林振興課または各総合支所産
業観光課において、1 戸につき１リッ
トルの消毒薬の配布をしています。
必要な方はご連絡ください。また、
鳥を飼っている場所に、外部の人が
自由に入れないようにしましょう。
野生動物による伝搬防止▼鳥小屋の
壊れた場所は補修し、ネズミやイタ
チ等の野生動物が侵入しないように
してください。
　飼養されている鳥が突然多数死亡
した場合などの異常がありました
ら、速やかに下記まで連絡してくだ
さい。
お問い合わせ先▼農林振興課（☎
72-7617）・東みよし家畜保健衛生所

（☎ 82-2397）

中心市街地活性化に関する
アンケートにご協力を

　現在、大都市や大企業においては
景気復活の傾向にあるといわれてい
ますが、地方都市や中小企業におい
てはまだまだ景気は低迷し、三好市

においても人口の減少、少子高齢化
が進み、特に市街地では空き家や空
き店舗が増加するなど衰退の一途を
たどっています。三好市の元気を取
り戻すためには、まず中心市街地に
賑わいを取り戻し、地域経済の活性
化を図ることにより周辺地域への波
及効果が生まれ、三好市全体の元気
を取り戻すきっかけになると考えて
います。国の地方への支援について
も、中心市街活性化法の改正により

「選択と集中」という言葉をキーワー
ドに、やる気のある地域を選択して
集中的に支援するという方向に変化
してきました。そこで三好市として
は中心市街地活性化基本計画を策定
し、国の認定を受け活性化に取り組
んでいきたいと考えています。
　今回の調査は、駅や市役所、県立
病院などの公共公益施設と商店街な
どの商業施設が集積し、人口が密集
している旧池田町の市街地を「三好
市中心市街地」として、市民の皆様
から見た「中心市街地」の現状や課
題、消費者ニーズなどを把握し、活
性化の方策を探るために「中心市街
地活性化に関する市民意識調査」を
実施するものです。調査対象者は、
16 歳以上の方で市民の約１割程度と
なる 3,000 人です。対象者の抽出に
ついては、年代・性別・居住地区な
どで区分し、コンピュータによる無
作為抽出を行っています。調査票が
送られてきた方は、お手数ですが「三
好市の活性化」のためにご協力いた
だきますようお願いいたします。
お問い合わせ先▼商工観光課商工係

（☎ 72-7620）

障害者控除対象者の認定
制度についてのお知らせ

　身体障害者手帳等の交付を受けて
いない 65 歳以上の方が「特別障害
者に準ずる者」として認定を受ける
ことにより、所得税や市・県民税に
おいて「障害者控除」の適用が可能
になります。所得税等の控除を受け

るのに必要な方は三好市長寿・障害
福祉課又は各総合支所市民課で申請
をして下さい。
認定の申請対象者▼みよし広域連合
介護保険センターで要介護 4、及び
要介護 5 の認定を受けている方等。
ただし、既に身体障害者手帳等の交
付を受けている方は除きます。
お問い合わせ先▼長寿・障害福祉課

（☎ 72-7612）

民生委員がかわりました。
　山城町下名日浦、大川、下名団地
地区担当民生委員に脇眞二（大川）
さんが委嘱されました。任期は平成
19 年 11 月 30 日までです。

本庁舎、分庁舎での経費
削減について

　現在、三好市では、今日の非常に
厳しい財政状況を踏まえ、プロジェ
クトを立ち上げ、本庁舎、分庁舎等
での経費節約、節減のため種々取り
組みを行っております。その一つに
昼の時間（12 時〜 13 時）の節電
などがあり、市民の皆さんが直接訪
れる窓口を除き消灯しておりますの
で、大変ご迷惑をおかけしますがご
協力をお願いいたします。

これから少額訴訟を利用
しようとする方へ

　少額訴訟は、原則 1 回の審理で、
直ちに判決が言い渡される手続き
で、① 60 万円以下の金銭を請求す
る、②すぐに裁判資料が準備できる、
③内容が複雑だったり難しすぎな
い、のいずれをも満たす場合に適し
ている手続きです。これから少額訴
訟手続きを利用することをお考えの
方は、これらの点を考慮してご検討
ください。
　また、少額訴訟に関する訴状の定
型用紙を、簡易裁判所の窓口に備え
付けているほか、裁判所ウェブサイ

ト（http://www.courts.go.jp/） か
らもダウンロードすることができま
す。ウェブサイトには少額訴訟以外
の手続きについての説明も掲載して
います。

郵便局からのお知らせ
　日本郵政公社は、平成 19 年 10 月
に民営化・分社化します。
　現在、郵便局において、三事業（郵
便、貯金、保険）一体で運営してい
る郵政事業は、それぞれの業務を承
継する形で、平成 19 年 10 月から、
４つの事業会社に分社します。
　・郵便事業株式会社
　・郵便局株式会社
　・郵便貯金銀行
　・郵便保険会社
※郵便局株式会社は、窓口業務及び
貯金・保険の集金や募集などの業務
を各事業会社から受託します。
　郵便局では、この移行作業を円滑
に進めていくため、平成 19 年 3 月
5 日から、分社化に対応した業務方
法に切り替えてまいります。お客さ
まへのサービスの主な変更点は次の
とおりですが、これまでと同等の
サービスを提供させていただき、今
後とも地域の皆さまに親しまれ愛さ
れるよう努めてまいりますので、ご
理解とご協力を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。
お客さまサービスの主な変更点
集配サービス▼
①配達、取集、ご不在でお受け取り
いただけなかった郵便物は、これま
でどおり各郵便局で行います。
②ご不在でお受け取りいただけな
かった郵便物は、配達担当者が毎日
再配達にお伺いします。なお、郵便
局の窓口でのお受け取りを希望する
場合は、阿波池田郵便局に事前にご
連絡をお願いします。
③郵便番号は変わりません。
④配達・集荷等、郵便に関するお問
い合わせ先は阿波池田郵便局に変更
となります。

貯金・保険サービス▼
変更ありません。
窓口サービス▼
三縄郵便局、川口郵便局、西祖谷郵
便局、東祖谷郵便局、辻町郵便局、
三野郵便局の時間外窓口を廃止させ
ていただきます。なお、時間外窓口
の廃止に伴い、土曜・日曜を含め配
達を基本とする体制の整備、集荷体
制の充実を図ってまいります。
お問い合わせ先▼

阿波池田郵便局（☎ 72-0050）
　　三縄郵便局（☎ 74-0950）
　　川口郵便局（☎ 86-1050）
　西祖谷郵便局（☎ 87-2050）
　東祖谷郵便局（☎ 88-2050）
　　辻町郵便局（☎ 78-2100）
　　三野郵便局（☎ 77-2050）

四国電力からのお知らせ
　日頃は、四国電力をご利用、お引
き立ていただきましてありがとうご
ざいます。さて、お客さまに永年ご
愛顧いただきました「祖谷お客さま
センター」が平成 19 年 2 月末日を
もちまして閉店することとなりまし
た。同お客さまセンターで承ってお
りましたご用件は、池田支店で担当
させていただきますので、今後とも
引き続きご愛顧賜りますようお願い
申し上げます。
お問い合わせ先▼
四国電力㈱池田支店（☎ 72-7500）
フリーダイヤル（☎ 0120-410-778）
　

所得税の確定申告を
される方へ

　平成 18 年分の所得税の確定申告
書の提出期限は、3 月 15 日です。
ご自宅のパソコンで申告書等の作成
ができます。パソコンをお持ちの方
は、国税庁ホームページにアクセス
してください。「確定申告書等作成
コーナー」で、申告書等が簡単に作
成できます。また、自動計算機能で
記載もれや計算誤りを未然に防止す

ることができます。郵送等で税務署
に提出すれば、税務署に赴く必要は
ありません。所得税の確定申告書の
ほか、消費税の確定申告書、青色決
算書・収支内訳書、医療費の明細書、
住宅借入金等特別控除額の計算明細
書等が作成できます。
　「確定申告書等作成コーナー」で、
作成した電子申告用データを使っ
て、自宅等のパソコンからインター
ネットを利用して申告・納税等をす
ることができます。このサービス
を e-Tax といいます。利用方法は、
e-Tax ホームページをご覧ください。
確定申告の相談窓口等▼池田税務署
では、申告書作成パソコンを設置し、
納税者の皆様にご利用いただくな
ど、納税者の皆さんご自身で申告書
の作成をしていただいております。
記載内容や操作要領等ご不明な点に
対しましてはアドバイスを行ってお
ります。
申告に必要な書類▼申告書（税務署
から送付された申告書をお持ちの
方のみ）、所得の計算に必要な書類、
源泉徴収票、印鑑、筆記用具、医療
費の領収書、支払保険料等の証明書、
還付金の受取口座のわかるものな
ど。
申告期限▼所得税の確定申告は 3 月
15 日まで。個人事業者の消費税の
申告は 4 月 2 日までです。期限間近
になりますと、税務署は大変混雑し、
長時間お待ちいただくようなことに
なりかねません。申告書はできるだ
けご自分で書いて、お早めに提出し
てください。
納税▼確定申告による納期限は、申
告期限と同じです。また、振替納税
を利用している方は、振替期日（所
得税 4 月 20 日・個人事業者の消費
税 4 月 26 日）の前日までにあらか
じめ指定された預貯金口座の残高を
確認しておいてください。
お問い合わせ先▼池田税務署調査部
門（☎ 72-2156）・国税庁ホームペー
ジ http://www.nta.go.jp・e-Tax ホー
ムページ http://www.e-tax.nta.go.jp
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法務総合相談　あなたの
くらしをサポートします

　このたび、徳島地方法務局では、
より多くの県民の皆様に親しみを持
って法務局をご利用していただくた
め、無料相談所を開設します。相続
や会社の登記、地代、家賃、隣近所
やお子様のことなどで、困りごとや
悩みごとがございましたら、お気軽
に、ご相談にお越し下さい。
日時▼ 2 月 24 日　11 時から 16 時
場所▼美馬市脇町大字猪尻字八幡神
社下南 125−1　徳島地方法務局美馬
支局
相談内容▼登記・供託・戸籍・国籍・
人権に関する相談全般
相談担当者▼法務局職員
お問い合わせ先▼ 徳島地方法務局総
務課（☎ 088-622-4171）

三好市行政相談
相談日・相談場所▼

3 月 07 日　東祖谷　祖谷歴史館
3 月 07 日　老人福祉センター
　　　　　 （西祖谷）
3 月 08 日　三好市役所
3 月 09 日　井川総合支所
3 月 20 日　三野公民館
3 月 20 日　山城総合支所
時間▼

  9 時～ 12 時（井川）
10 時～ 12 時（西祖谷）
13 時～ 15 時（池田  三野）
13 時～ 16 時（東祖谷  山城）
お問い合わせ先▼三好市総務課（☎
72-7600）または相談場所の総合支
所市民課

三好市保健センター
健康相談

相談日▼ 2 月 26 日・3 月 12 日
時間▼ 9 時 30 分～ 11 時

相談場所▼三好市保健センター
内容▼生活習慣改善相談・栄養相談

（要予約）等
お問い合わせ先▼三好市保健センタ
ー（☎ 72-6767）

人権相談
相談日・相談場所▼

3 月 08 日　三好市役所
3 月 14 日　老人福祉センター
　　　　　　（西祖谷）
3 月 20 日　三野公民館
3 月 20 日　山城総合支所
時間▼ 13 時～ 15 時

（山城のみ 16 時まで）

みよし広域連合法律相談
　完全予約制となっておりますの
で、事前にご予約ください。
相談日▼ 2 月 16 日・3 月 2 日
お問い合わせ先▼みよし広域連合事
務局（☎ 72-5121）

結婚相談
日時▼ 2 月 17 日・3 月 3 日
　　　13 時〜 16 時
場所▼三好市社会福祉協議会
お問い合わせ先▼さくら結婚サポー
トセンター（☎ 72-2495 渡辺）

社会保険料（国民年金保
険料）控除証明書

　年の途中から国民年金に加入され
た場合など、10 月 3 日から 12 月
31 日までの間に、はじめて保険料
の納付をされた方については、2 月
上旬に控除証明書を発送することと
しています。確定申告（住所地を管
轄する税務署で受付）の際に必要と
なりますので大切に保管してくださ
い。また、11 月に発送しました控
除証明書の証明欄にある控除欄にあ
る納付済額や見込額以上に保険料を
納付されたときは 11 月に発送しま
した「控除証明書」と、追加で納付
していただいた「保険料の領収証書」
を申告書に添付してください。
お問い合わせ先▼控除証明書専用ダ
イヤル（☎ 0570-00-9911）3 月 16
日までの 9 時～ 17 時・阿波半田社

会保険事務所（☎ 0883-64-3127）・
市民課（☎ 72-7611）

平成18年分公的年金等
の源泉徴収票

　平成 18 年中に厚生年金保険、国
民年金等の老齢（退職）年金を受け
とられた皆様に、平成 18 年中に支
払われた金額や源泉徴収された所得
税額等をお知らせする「公的年金等
の源泉徴収票」を社会保険業務セン
ターから1月にお送りしております。
確定申告（住所地を管轄する税務署
で受付）の際に必要となりますので
大切に保管してください。障害年金
や遺族年金については、課税の対象
となっていないため、源泉徴収票の
発行は行っておりません。

年金記録相談の特別強化
体制の継続について

　ご自分の年金記録について、ご確

認のうえ将来の年金にそなえていた
だけるよう、平成 18 年 8 月 21 日か
ら 12 月末まで「年金記録相談の特
別強化体制」を実施しておりました
が、当面、体制を継続することとし
ましたのでお知らせします。
・インターネット社会保険庁
（http://www.sia.go.jp）
基礎年金番号がお分かりの方は、社
会保険庁ホームページで、ID パス
ワード方式による年金個人情報提供
サービス、年金見込額試算（50 歳以
上）をお受けします。
・お電話（☎ 0570-05-1165）
　基礎年金番号がお分かりの方は、
本人確認をさせていただいたうえ
で、年金加入記録を自宅に郵送いた
します。
・社会保険事務所年金記録相談窓口
　基礎年金番号がお分かりにならな
くても、本人確認ができる書類（運
転免許証、保険証等）をお持ちのう
え、社会保険事務所へお越しくださ
い。

救急当番医 救急当番医小児救急 小児救急

救急医療当番医 3月

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

三好病院

半田病院

半田病院

半田病院

半田病院

三好病院

三好病院

半田病院

半田病院

半田病院

半田病院

三好病院

三好病院

半田病院

半田病院

半田病院

半田病院

三好病院

三好病院

半田病院

半田病院

半田病院

半田病院

三好病院

三好病院

半田病院

半田病院

田中病院 三野 77-2300

藤内整形外科病院 82-3677中庄

北條病院 池田 72-0007

三木病院 77-3900三野

村山医院 72-2110池田

三木病院 77-3900三野

内田（知）医院 加茂 82-2035

松浦医院 82-2309中庄

宮佐医院 池田 72-0149

岸野医院 77-2001三野

安宅循環器内科 72-6300池田 くはらクリニック　 昼間 76-5755

郷外科内科医院　 池田 74-5779

大和外科医院 池田 72-0828

さんさん医院 加茂 82-5410

内田（伸）医院 池田 74-0121

浜クリニック 池田 72-0667

田中病院 三野 77-2300

北條病院 池田 72-0007

田中病院 加茂 82-3700

藤内整形外科病院 82-3677中庄

田中病院 加茂 82-3700
川原医院 加茂 82-2009

田岡医院 池田 72-5551

上田医院 昼間 79-2004

山城診療所 86-3230山城

岸野医院 77-2001三野

田岡医院 池田 72-5551
内田（伸）医院 池田 74-0121

浜クリニック 池田 72-0667

北條病院 池田 72-0007

　三好市医師会　　　　☎ 72-0586
　消防本部通信指令部　☎ 76-5118

ご注意　夜間、休日に病院に行かなくてはならない場合は、事前に電話
して下さい。 また受診時間以外は、かかりつけの病院で受診して下さい。
かかりつけの医療機関を持たない場合は、 三好病院、三野病院、田中病
院（加茂）で受診できます。

受診時間  救急当番医　　　平日（土曜含む）　　午後5時～午後11時
 　　　　　　　　 休日（日曜・祝祭日）　午前9時～午後11時
  小児救急当番医   平日（土曜含む）　午後6時～翌日午前9時
  　　　　　　　　休日（日曜）　　　午前9時～翌日午前9時

献血にご協力を
　現在、献血に協力していただける
方が減少しています。また、医療機
関において輸血用血液の使用量が増
加しています。突然の事故や災害が
起こったときのために、一人でも多
くの命を救えるよう、皆様のご協力
をお願いします。次の日程により、
献血の実施を予定していますので、
よろしくお願いします。
■ 2 月 21 日

時間・場所▼ 10 時～ 12 時（西部
総合県民局三好庁舎駐車場）・14 時
～ 16 時（県立三好病院駐車場）
■ 3 月 7 日
時間・場所▼ 10 時～ 12 時・13 時
～ 16 時（マルナカ三加茂店駐車場
東より）
お問い合わせ先▼三好保健所医療企
画担当（☎72-1122）・保健医務課（☎
72-6767）

平成19年度
春季全国火災予防運動

期間▼ 3 月 1 日～ 3 月 7 日
全国統一防火標語
　「消さないで
　　　あなたの心の　注意の火」
住宅防火いのちを守る７つのポイント

［３つの習慣］
・寝たばこは絶対にしない。
・ストーブは、燃えやすいものから
　離れた位置で使用する。
・ガスコンロから離れるときは、必
　ず火を消す。

［４つの対策］
・逃げ遅れを防ぐために住宅用火災
　警報器を設置する。
・寝具、衣類、カーテンは防火品を
　使用する
・住宅用消火器等の設置。
・防火・防災のための近隣所との協
　力体制をつくる。
お問い合わせ先▼みよし広域連合

消防本部（☎ 76-5119）
池田消防署（☎ 72-0177）

東消防署（☎ 79-2195）
西消防署（☎ 86-1119）
祖谷分署（☎ 88-5551）
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三好市の人口

　男  性　 16,111 人
　（− 28 人） 

　女  性　 17,965 人　
（− 29 人）

　総  数　 34,076 人
（− 57 人）

　世帯数   13,956 戸
（− 16 戸） 

平成19年2 月 1 日現在
  （　）内は前月対比

第1回井川文化まつり
　井川文化まつりが次のとおり開催
されます。当日は、三好文化協会井
川支部所属の各種団体による展示と
発表会が行われます。ご近所の方々
お誘いあわせのうえ、多数ご参加く
ださい。
日時▼ 2 月 25 日　12 時 30 分より
場所▼三好市井川ふるさと交流セン
ター　３F ホール
展示▼短歌、俳句、写真、書道
発表会▼民謡、詩吟、コーラス、大
正琴、日本舞踊、手話、エアロビッ
ク、太極拳、茶道、華道
主催▼三好市文化協会井川支部
後援▼三好市教育委員会、三好市文
化協会

徳島県は糖尿病の死亡率
が全国第1位です

　合併症の一つである糖尿病性網膜
症について勉強し、生活習慣を見直
してみませんか？

日時▼ 2 月 22 日　13 時 30 分
場所▼三好市保健センター
講師▼医療法人藤田眼科　藤田善史
先生
お申し込み・お問い合わせ先▼出席
希望の方は２月 20 日までに、三好
市保健センター（☎ 72-6767）へ
申し込んでください。

三好市人権教育振興大会
記念講演会

日時▼３月 11 日　13 時
場所▼池田総合体育館 サブアリーナ
講師▼木藤潮香さん

「1 リットルの涙」の著者、故 木藤
亜也さんの母親です。
演題▼「親と子の絆」
昨今、いじめなどで自殺する中・高
生が増えてます。家庭教育を見つめ
直し自分の命の大切さを家族で今一
度考えてほしいと思います。たくさ
んの方の参加をお願いいたします。
対象▼小・中・高校生、ＰＴＡ、一
般参加自由（300 名程度）
入場料▼無料　
お問い合わせ先▼三好市教育委員会
生涯学習課（☎ 72-3700）

リサイクルプラザ
3月のイベント

「自転車をいっしょに修理する会」

期日▼ 3 月 8 日・22 日
時間▼午前の部 10 時・午後の部
13 時 30 分
募集人数▼各 5 名程度
参加費▼ 500 円
必ず前日までに電話でお申し込みく
ださい。修理には 3 時間程度かか
ります。ごみとして捨てられた自転
車を、皆さんに修理してもらいお持
ち帰りいただきます。自転車は一人
1 台とさせていただきます。汚れて
もよい格好で、タオルと軍手をご持
参ください。リサイクルプラザ自転
車再生工房では、中古自転車の販売
はいたしておりません。この会に参
加せずに自転車をお持ち帰りいただ
く事は固くお断りいたします。

「古着を使って利・細工る工房」
 帽子づくり

日時▼ 3 月 14 日　10 時
募集人数▼ 15 名程度
参加費▼ 500 円

途中参加はできませんので、開始時
間の 5 分前までには受付を済ませ
てください。必ず前日までに電話で
お申し込みください。昼食をはさみ
ますので、お弁当をご持参ください。
お申し込みは先着順に受け付けし、
定員に達した場合は受け付けを締め
切らせていただきます。
お問い合わせ先▼リサイクルプラザ

（☎ 74-1160）

みよし食育フェスティバル
日時▼ 3 月 4 日  10 時〜 14 時
場所▼三好市池田総合体育館
内容▼
1 合唱　保育所の子どもたちによる
　かわいい「栄養の歌」
2 講演　「食生活で頭が変わる」
　講師　崇城大学薬学部教授
　村上光太郎先生
3 紹介及び展示　「徳島県食事バラ
　ンスガイドについて」他
4 三好市食生活改善推進協議会によ
　るペープサートの劇「野菜の野菜
　の仲間たち！」
5 新鮮なっ！とくしま号　中学生が
　考えた自分で作る「簡単朝食メニ

　ュー」入賞作品と試食
6 地元で採れる農作物の紹介と販売
　その他
７上名小と辻高等の食育活動紹介
　「子どもが喜ぶメニュー集」「簡単
　朝食ポスター」「旬の野菜と生産
　者の紹介パンフレット」を配布し
　ます。
お申し込み・お問い合わせ先▼三好
集団給食施設協議会事務局（西部総
合県民局保健福祉部三好保健所内）
☎ 72-1122・FAX 72-6884

三好保健所から
研修会のご案内

　あなたの家にかえろう。住み慣れ
た場所で最期を迎えるために
講師▼さくらいクリニック（尼崎市）
桜井隆院長・「あおぞら」いぞく塾
遺族の方
日時▼ 3 月 15 日　16 時～ 18 時
会場▼三好保健所
入場料▼無料
お申し込み先▼ 3 月 9 日までに、
電 話 で 三 好 保 健 所（ ☎ 72-1122）
へ申し込んでください。
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□ 編集後記
　この冬は、誰もが感じるほどの暖
冬となり、春のように暖かい日が続
いています。今月号には、国際雪合
戦や腕山スキー場で行われたイベン
トなど、冬らしい話題を掲載しまし
たが、これらのイベントにも暖冬の
影響が出ていました。
　冬といえば、毎年インフルエンザ
が流行する季節です。鳥の世界では、
インフルエンザが猛威をふるってい
ますが、そうならないよう手洗いや
うがいなど充分な予防をこころがけ
ましょう。　　　　　 （広報係より）

井川スキー場腕山
ー 三好市井川町井内 ー

「市報みよし」は古紙パルプ配合率
100%再生紙を使用しています。
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　腕山は昔、江戸から明治時代を中心に刻みたばこ
で栄えた辻町と西祖谷山村とを結ぶ街道が抜け、買
い物に来る祖谷の人々や行商人で賑わっていました。
大正時代には林業が盛んになり、三加茂町を基点に
東祖谷山村まで索道が開設され、腕山は中継所とし
て重要な役割を果たしました。そこで林業や鉄道関
係者がスキーを楽しむようになり、四国で唯一のス
キー場として、昭和 2 年にスキー場開場式が華々し
く行われました。
　平成 9 年には、トリプルリフトや人工造雪機等を
新設してリニューアルオープンしました。その後、
ナイター営業の開始や、フィンランド産の木材を使
ったコテージでの宿泊が可能になり、多くの来場者
で賑わっています。


